












研究目的 

 高メチオニン血症に対する新生児マス・スクリーニングの目的は、主にホモシスチン尿

症の早期発見のため実施されていたが,最近の本邦のマス・スクリーニングの統計では,ホ

モシスチン尿症以外の持続性高メチオニン血症例が増加している。これらの疾患の鑑別診

断は必らずしも容易でなく,従来の報告とは一致しない新しい症例も増加している。本研究

では,著者らが経験した新しいタイプの持続性高メチオニン血症を中心に高メチオニン血

症の鑑別診断について研究した。 


